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ていることに気づいた。たとえば『New Yorker』誌は「The Case for Not Being 
Born」（２０１７年１１月２７日）という記事で、ベネターへのロングインタビ
ューを掲載している。『BBC』サイトの記事「Anti-natalists: The people who 
want you to stop having babies」（２０１９年８月１３日）によれば、フェイス
ブックなどで反出生主義のグループが増加している。環境問題への危惧やメン
タルヘルスと関連があると紹介されている。『Guardian』誌は「I wish I'd never 
been born: the rise of the anti-natalists」（２０１９年１１月１４日）という記
事で、ベネターの哲学からヴィーガン運動まで、現在の反出生主義運動を手際
よくまとめている。『Refinary29』サイトの記事「Antinatalism: The Popular 













































                                                  
1 その全体像については、２０２０年秋に刊行される私の著書（タイトル未定、筑摩書房）で詳
述する。なお、この論文もこの著書に収録される。 
2 Benatar (2006), pp.160-162. 






































5 Weinberg (2016), pp.6-7. 
6 Weinberg (2016), pp.158-167. 
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7 Weinberg (2016), p.176.「育て、愛し、伸ばしていき」は “raise, love, and nurture”。 
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